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神奈川県PTA協議会
会長　大木　健一

～「子育ち」と「親育ち」～

　皆さまこんにちは、令和 3 年度神奈川県 PTA 協議会会長の大木健一です。
この挨拶を書いているのが 9 月下旬、一時期は全国で 25000 人を超える新型コロナウィルスの
感染者が出ていた第 5 波も今日は千人台、ようやく落ち着きを取り戻しつつあるといった感じで
す。この広報紙が出る 11 月頃の状況はどうなっているでしょうか、果たしてワクチンは効果を発
揮し、まだ小康状態となっているのか、第 6 波が来て感染拡大をしているのか、全く読めません。
これだけ目まぐるしく変化する状況のなか、時間は着実に過ぎ、子ども達は育っていきます。この
経験の中で、どんな困難にも柔軟に対応できる、たくましい子に育ってほしいと思いつつ、何かそ

こに大人として手を差し伸べられないか、考えたいですね。
　さて、私もPTAに関わってからもうすでに 9 年目となってしまいました。月日が経つのは早いものです。その間、小学生だった長男
は大学生に、次男は高校 3 年生に、まだ小さかった三男は小学 6 年生になりました。大きくなって、いわゆる幼児のようなかわいさは
なくなりましたが、やはり自分の子どもは特別な存在、かけがえのない存在であり続けています。どんなに大きくなっても、子どものより
良い成長は、全ての親の願いですね。
　そして、果たして自分は子どもにとってこれまで親としてどんな存在であったのか、楽しい思い出と共に思い起こすのは、日々の生
活の中での失敗の数々です。子どもに対して言いすぎてしまったこと、もっとこうしてあげれば良かったと思うことが多々あります。そう
いう意味では、私たち親も子どもに育てられている、学びを得ているのだと思います。そして、私たち自身が歩みを止めずに「育つ」こ
とが大事であると気付かされているのだと思います。
　子どもは確実に自ら育つ力を持っています、それを「子育ち」と言います。半面、私たちにとっては「親育ち」とでも言いますか、そこ
には、対等に同じ人間として成長する思いが込められているのだと思います。
　PTA の意味合いは、まさにそこにあります。PTA 会長初年度、子どもが学校に通うことで「点」で存在していた家庭と学校が
「線」でつながり、地域活動から親同士のつながりが出来る事で、地域で「面」として子どもを見守ることが出来るようになると漠然と
思っていました。経験を重ねるうちに、そうやってつながった親は、他の親の考えを知ることで、子どもに対する多様な価値観を身に
付け、自分を中庸な立ち位置に導くと信じるようになりました。そして、そのことを子どもは親の成長している姿を「がんばっている
な。」とか「楽しんでいるな。」と感覚的に見ているでしょう。
　コロナ禍で活動が思うようにいかないこともあると思いますが、こんな時こそ考え、つながりを深くして、是非歩みを止めずに少しで
も前に進みましょう。私は、活動の中で様々な親とつながり、子ども達と触れ合うことで「どの親も頑張っているし、どの子もかわいい。」
と思えるようになりました。
　皆さまは既にその成功体験の中にいます。ともに楽しみながら成長しましょう、そしてみんなでつながり、みんなで子どものより良い
成長を見守りましょう！

第53回 日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会 埼玉大会 配信中！
10 月16 日 ライブ配信で開催された関東ブロック大会。 令和４年１月 14 日まで視聴できます。

●全体会：記念講演では尾木ママこと尾木直樹氏を講師にお招きし「コロナ時代を生き抜くチカラ～皆さんと一緒に考える～」という
　演題でお話しいただいています。
●分科会：「健康・安全」「組織運営」「広報活動」「家庭教育」「ＩＣＴ教育」「地域連携」と６つの分科会があり、各会で講演と研究発表を
　視聴することができます。

※「広報活動」では綾瀬市立綾西小学校ＰＴＡが「たくさんの保護者が参加できる組織作り～広報紙を通じて生まれた相乗効果～」を
　テーマに研究発表されています。ぜひご覧ください。　 ※視聴用パスワードは各校 PTA本部役員にお問い合わせください。

令和3年度 スローガン
子ども達の健やかな成長への思いをひとつに、家庭・学校・地域をつなげよう
～PTA 活動から仕合わせのサイクルを生み出そう～
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（神奈川県 413校・161,577世帯）

3
役員・監事・顧問・相談役23名

日本PTA全国協議会 （通称「日P」）・・・ 総会：64地方協議会、理事会：10～14名

近隣から全国までの仲間たち ～PTA協議会の組織構成～近隣から全国までの仲間たち ～PTA協議会の組織構成～

■傷害保険

■賠償保険　過去のお支払い事故例

♦問い合せ先
安全互助会 事務局

●保 険 金（保険会社より）…… 入院日額
通院日額

入　　院
通　　院

3,060 円
1,140 円

5,000 円
2,000 円

●お見舞金（安全互助会より）……
　※1事故につき

TEL.045-326-6103
FAX.045-326-6107

第63回 神奈川県ＰＴＡ大会 ～児童・生徒とともに70年～

「仕合わせの連鎖～つながりから生まれる成功体験を次へ紡ぐ～」

令和３年度 神奈川県ＰＴＡ協議会「第３回 こころコトバ大賞」

　子どもたちを取り巻く様々な問題も多く、また近年は新型コロナウィルスの影響も大きい中で、私た
ちができることを共に考え、活動していくことの大切さを共有しませんか。研究大会では座間市Ｐ連が
「座間市ＰＴＡの活動研修会」についての実践発表を行います。基調講演では、幸福学研究の第一
人者である前野隆司氏をお招きし「ＰＴＡと幸せ」についてご講演いただきます。それぞれの学校や
地域に大会で得たものを持ち帰ることで、横のつながりの大切さを共に実感し、また、次につながる
機会になればと準備を進めております。皆様のご参加、お待ちしています。

　「心の言葉」をかたちにすることで、家族の絆や、命の大切さをあらためて考えるきっかけとなる
ことを目的とする「こころコトバ大賞」。
第３回となりました今回は 710 作品（小学生の部 361 作品、中学生の部 284 作品、一般の部 65
作品）と、たくさんのご応募をいただきました。応募作の中から、神奈川県ＰＴＡ協議会会長賞（各
部５作品）、神奈川県教育委員会教育長賞（各部３作品）が選出されます。入賞した「こころコト
バ」は神奈川県ＰＴＡ協議会ホームページ、また「ＰＴＡかながわ」へ掲載される予定です。

神奈川県PTA協議会
安全互助会

ＰＴＡ活動の安心のために
単位ＰＴＡ、会員校の児童・生徒およびＰＴＡ会員（保
護者・教職員）等に生ずるＰＴＡ活動中のさまざまな
事故を補償します。

※神奈川県ＰＴＡ協議会に所属する小・中学校ＰＴＡが団体として加入する保険です。
　年会費＝1世帯１００円
　なお、安全互助会への加入状況については、貴ＰＴＡ本部役員へご確認ください。

○小学校・PTA 連名で設置のあいさつ運動の看板が外れ、
　風で飛んでしまった。避けきれなかった走行中の車に
　看板が当たってしまい、車体に傷をつけてしまった。

○学校敷地内にて PTA 地域清掃ボランティア活動の除草
　作業中の事故。芝刈り機の刃が小石に触れて飛び石とな
　り、地域参加者の自動車の後部座席窓に当たりひび割れ
　てしまった。

たくさんの
ご応募

ありがとう
ございまし

た！

大会スローガン

令和３年11月26日（金） 小田原三の丸ホールにて開催予定

前野  隆司  氏
慶應義塾大学大学院システムデザ
イン・マネジメント研究科 教授。慶應
義塾大学ウェルビーイングリサーチセ
ンター長兼務。博士（工学）。専門は、
システムデザイン・マネジメント学、
幸福学、イノベーション教育など。

大 会 式 ○団体表彰 ○広報紙コンクール表彰（受賞広報紙展示予定）

研究大会 実践発表：座間市 PTA 連絡協議会「座間市 PTA の活動研修会」

基調講演 講師：前野 隆司氏  演題：「PTAと幸せ」
※状況により、Ｗｅｂ開催に変更となる可能性があります
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厚木市Ｐ連　全市立小中学校にハンドソープを寄付
「コロナに負けるな」「厚木の学びを守りたい」
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に役立ててもらおうと厚木市小中学校ＰＴＡ連絡協議会は、全市
立小中学校（１３中学校、２３小学校）に薬用泡ハンドソープを寄贈した。
　コロナ禍で苦しむ学校のために、ＰＴＡとしてできることは何か。支援策を模索する中では、各校の養護教
諭にアンケートを実施。最も強い要望の声が寄せられたのが、薬用の泡ハンドソープだった。
　寄贈した泡ハンドソープは約 1,100 個。１学期に学校へ配布され、それぞれの教育現場で活用された。
同市Ｐ連の臼井基樹会長は「コロナ禍で奮闘してくれている先生たちには感謝でいっぱい。子どもたちの学
びを守るため、今後も学校に寄り添った行動をしていきたい」と力を込めた。

　愛川町の半原小学校 PTA が、フェイスシールドを、全児童と全職員分 300 個手作りし、同校へ寄贈し
た。新型コロナウィルス感染症対策と、気温の高い夏の登下校における熱中症対策として、マスクをしなく
ても、子どもたちが安心して登下校ができるようにとの想いで作製された。ひとつひとつメッセージとともに
包装され児童のもとへ届いた。帽子にも取り付けられるように工夫されている。外国語の授業では、発音
の口元が見られるなど授業でも有効活用された。

コロナ禍の愛川町で生まれた 新しい教育現場の支援のかたち
　例年であれば、PTAを中心に、除草作業が実施される学校も、コロナ禍で、多数の会員が集まること
ができず、除草作業に苦慮していた。こうした中、学校の枠を超えて、愛川町内の各校 PTA 関連の繋が
りで、有志約 30 名が集まり「愛川町小中学校草刈り隊」が発足した。機械を使いこなせる隊員も多く、少
人数でも短時間で、あっという間に校庭の草や枝が刈り取られ、綺麗になっていく。コロナ禍での苦労をき
かっけに、こうした「繋がり」で学校を支える。「愛川町小中学校草刈り隊」は、地域社会が学校を支える新
たな形のひとつであることに間違いない。

　学校広報紙を作成する方法として『前年度のものを下地に内容を今年の写真や文に差し替えていく』があります。マンネリ化しますが、学校の
名前を背負ってたくさんの人の目に触れるものなのでこれが一番安全で、初めて広報委員になった委員さんに仕事が伝えやすいのです。
　しかしコロナ禍で行事が中止になり、令和２年はこの方法が使えなくなりました。それで
新しい紙面作りがスタートしました。相談に乗ってくれたのが仲亀校長先生でした。
　『保護者が本当に求めている事を一番に考える』これが校長先生と話した内容です。これ
を軸に考えた案が『職場体験ができない。ならば先生は保護者にお願いして、感染の心配
がない紙面の上で職場体験をやってみよう』でした。しかし、どのくらいの保護者が協力し
てくれるかは未知。近年重視される個人情報の壁。困難と思われた先生探しは PTA 役
員さんの協力で難なく１０種の職業が決まりました。手を挙げてくれたのは、役員さん自身、
お知り合い、前年度の役員さん、卒業生のお母さん、岩戸出身の漫画家の先生、皆さんボラ
ンティアで原稿を書いて頂きました。本当にありがたいです。もしこの企画が誰かの小さな
きっかけになれたら幸いです。

　IT サポ誕生のきっかけは、昨年のコロナによる全国一斉休校でした。休校中の児童と学校をつないでほしい、そのためのオンラインの
取組に技術的なサポートが必要なら手伝うよと、ITを専門にしている保護者数名が手を挙げました。
　結局、休校中はなにもできませんでしたが、その後、IT サポとして活動を開始。週末夜にオンラインミーティングには、今まで平日昼の
PTA 活動に参加できなかった保護者や教員もメンバーに加わっています。
　昨年は授業支援アプリ「スクールタクト」を導入する為の模擬授業への参加
や、他校児童とのオンライン交流の接続サポート、さらに「磯小 PTA ICTビジョン
５か条」の草案作りなどを行いました。ICTビジョンでは「できることから始めよう」
と提案しています。
　今年度に入り、先生の業務改善のお手伝いや児童の iPad ログインサポート
などを行ってきました。今後は保護者向けの勉強会や子ども向けのプログラミン
グ教室なども実施していきたいと思っています。
　課題に感じているのは、ICT の方針を決めるのが学校ではなく、教育委員
会であるという点。教員や保護者にアンケートも実施したので、その結果を教育
委員会に伝え、学校の ICT 環境改善に向けてお手伝いしたいと思います。

「頑張るPTAをご紹介！！～令和2年度の活動より～」「頑張るPTAをご紹介！！～令和2年度の活動より～」「頑張るPTAをご紹介！！～令和2年度の活動より～」

愛川町立半原小学校PTA　手作りのフェイスシールド寄贈

横須賀市立岩戸中学校ＰＴＡ　広報紙でキャリア学習支援

大磯町立大磯小学校PTA　ICT教育を支援～ITサポ
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【第69回 日本PTA全国研究大会北九州大会 報告】
　令和３年８月２１日、北九州大会が全国約８００万人の会
員に向けて『じりつ、創造、尊重、調和、そして成長～ひらこ
う未来のとびら、やっぱＰＴＡっちゃ～』のスローガンのもと
オンライン開催されました。当初、北九州国際会議場・
vimeoにて大々的に開催予定でした。しかし、コロナの第５波
が進み、最初は規模を縮小して、次にはせめて各県から２名
程度でもと頑張ったのですが、最終的には完全にオンライ
のみの開催となりました。
　しかしながら、オンライン配信は実に充実した内容となっ
ており、コロナ対応の大会の実践としても大変貴重な取組
だと思います。特に、動画配信はクオリティが高く、特に動
画の後半、２時間を過ぎたところからの３時間はスペシャル
トークセッションとして多方面からの話を聞くことが出来
ます。ダウンタウンデラックスのプロデューサー西田二郎氏
の軽妙な司会進行で非常にテンポ良くバラエティ番組を
みるような感覚で学校・教育・PTA の今が語られます。例えば石戸奈々子一般社団法人超教育協会代表の世界と比較した
学校の ICT 化の遅れや格差解消に向けての方策などの話は示唆に富んだものでした。
また、3 者オンライン対談では、
　・映画『みんなの学校』のモデルになった大阪市立大空小学校の木村泰子元校長
　・現在の学習指導要領策定の中心となって進めた合田哲雄内閣府審議官（当時文科省課長）
　・担任制度を廃止した元 麹町中学校・工藤勇一校長
の対談は、『大人が上で子どもが下ではない』など、世界・社会の急激な変化に立ち向かい、未来を切り開かなければならない子ども
たちの保護者として必見と思える内容でした。
　オンライン配信は令和４年２月まで延長されましたので、是非ご覧ください。なお、動画視聴に必要なパスワードは各校の本部にお
問い合わせください。


